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あ行

新たなモビリティ
（P.15）

超小型モビリティ、パーソナルモビリティ、ライドシェア、カーシェ
アリング、デマンド交通、グリーンスローモビリティ、BRT、LRTなど、
ICTの発展等に伴い出現した、新しい交通モードや交通サービスのこと。

居心地が良く歩きたく
なるまちなかづくり
（P.15、24）

世界中の多くの都市で、街路空間を車中心から“人中心”の空間へと
再構築し、沿道と路上を一体的に使って、人々が集い憩い多様な活動
を繰り広げられる場へとしていく取組が進められ、都市に活力を生み
出し、持続的かつ高い国際競争力の実現につながっている。このよう
な背景のもと、国では街路空間の再構築・利活用に関する様々な取組
を推進している。

イノベーション
（P.15、16、19、20、26、29）

モノや仕組み、サービス、組織、ビジネスモデルなどに新たな考え方
や技術を取り入れて新たな価値を生み出し、社会にインパクトのある
革新や刷新、変革をもたらすこと。

インキュベーション
（P.19、26、29、34） 起業や新事業の創出を支援し、その成長を促進させること。

インバウンド
（P.15） 外国人が訪れてくる旅行のこと。

駅まち空間
（P.15、24、28）

駅や駅前広場と一体的に、周辺市街地との関係を踏まえ、必要な機能
の配置を検討することが期待される空間。

SDGs
（P.15、16）

2015年の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030
アジェンダ」にて記載された2030年までに持続可能でよりよい世界
を目指す国際目標のこと。

エリアプラット
フォーム
（P.19、23、26、29、31、34、
35）

行政をはじめ、まちづくりの担い手であるまちづくり会社・団体、ま
ちづくりや地域課題解決に関心がある企業、自治会・町内会、商店街・
商工会議所、住民・地権者・就業者などが集まって、まちの将来像を
議論・描き、その実現に向けた取組（＝まちづくり）について協議・
調整を行うための場。

エリアマネジメント
（P.31）

地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住
民・事業主・地権者等による主体的な取組。

おおたクリエイティブ
タウンセンター（OCTC）
（P.6、7、10、29、36）

大田区内に存在するものづくりが作り出した様々な価値を活かした、
大田独自のまちづくりを進める「公・民・学」が連携したまちづくり
拠点であり、全国に23あるUDCのひとつ。

オープンスペース
（P.9、14、15、16、30） 一般に開放されている公共性の高い空間。

オープンファクトリー
（P.4、7、10、20、29）

ものづくりの価値を地域で共有し、国内外に発信していくために、町
工場を期間限定で無料一斉公開するイベント。OCTCや工和会、大田
観光協会等が連携し実施。

か行

グリーンスロー
モビリティ
（P.28）

時速20km未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移
動サービスで、その車両を含めた総称のこと。

【参考】用語解説
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くりらぼ多摩川
（P.6、7、10）

ものづくりに自ら関わり、交流するためのものづくり拠点。中小企業
ではなかなか手の届かないものづくりブランドづくり、ワークショッ
プを通じたものづくり体験・魅力発信など「創造製作所」として、様々
な事業を展開。

公開空地
（P.21、30、33）

1971年に創設された総合設計制度に基づいて、ビルやマンションの
敷地に設けられた一般公衆が自由に出入りできる空間のこと。

耕地整理
（P.6、8、13）

耕地整理法（昭和24年度廃止）に基づく土地改良事業で、一般には
農地の有効利用と収穫の増大を目的として、区画を整形化し、水路や
道路の整備を図ることにより利用形態を近代化した事業のことをさす
が、下丸子地域では工場誘致を目的に実施された。

交通結節機能
（P.4、11、14、16、18、25、
28、34）

駅前広場やバスターミナルなど、複数あるいは異種の交通手段を相互
に連絡する乗り継ぎ・乗り換えのための場所のこと。

工和会協同組合
（P.6、36）

工和会協同組合は「連携」の発想のもと、会員企業とその従業員サポー
ト・地域貢献・大田区のものづくり行政支援などを行い、日本のもの
づくりの生き残りと発展の為、活動を続ける組織。

コワーキングスペース
（P.30、34）

主に個人で仕事を行うことが多い人同士で会議室、作業スペースなど
を共有しながら仕事を行うことができ、利用者同士の交流や共同といっ
たコミュニティ形成を促す場のこと。

さ行
サイバー
（P.15） コンピュータやそのネットワークに関すること。

新空港線
（P.4、5、15、18、19、28）

新空港線は、東急多摩川線矢口渡駅付近から多摩川線を地下化し、東
急蒲田地下駅、京急蒲田地下駅を通り、大鳥居駅の手前で京急空港線
に乗り入れる計画。

スタートアップ
（P.�29）

一般的に起業や新規事業の立ち上げを意味するが、特に革新的なアイ
デアで短期的に成長する企業を指す。

スマートシティ
（P.28）

都市の抱える諸課題に対して、ICT等の新技術を活用しつつ、マネジ
メント（計画、整備、管理・運営等）が行われ、全体最適化が図られ
る持続可能な都市または地区のこと。

ゼロカーボンシティ
（P.15）

2050年に温室効果ガス実質ゼロを目指す団体として国の認定を受け
た地方公共団体。

Society5.0
（P.15）

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融
合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、
人間中心の社会。

た行

ダイバーシティ経営
（P.15）

多様な人材を活かし、その能力が最大限発揮できる機会を提供するこ
とで、イノベーションを生み出し、価値創造につなげている経営。

チャレンジショップ
（P.19）

商売を始めたいが経験もなく、最初から独実店舗で始めることが困難
な人に対し、行政や商工会議所などが家賃や管理費などを一定期間無
償または低額で店舗を貸し出す制度のこと。
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デジタル・トランス
フォーメーション（DX）
（P.15）

ICTの活用により、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化さ
せること。デジタル・トランスフォーメーションが進展することによっ
て、特定の分野、組織内に閉じて部分的に最適化されていたシステム
や制度等が社会全体にとって最適なものへと変貌すると予測される。

鉄道立体化
（P.15） 道路と鉄道を立体交差化する事業。

は行

羽田イノベーション
シティ
（P.15、29）

「先端」と「文化」の２つをまちのコア産業として、商業・オフィス
をはじめ、多くの特徴的な機能を内包した、未来志向の新たな体験や
価値に出会える場所。世界をリードする国際産業拠点として、多彩な
ジャパンカルチャーの発信拠点として、このまちに集まってくるあら
ゆる人たちへイノベーションを提供する。

パーソナルモビリティ
（P.18、28）

まちなかでの近距離移動を想定した１～２人乗りの小型電動コンセプ
トカーなどを指す次世代自動車の概念。

フィジカル
（P.15） 現実空間のこと。

フレキシブル
（P.28） 柔軟性があり、しなやかなさまを意味する表現。

法指定踏切
（P.12、25）

改正踏切道改良促進法に基づき、課題のある踏切として指定されてい
る踏切。下丸子地域では、「下丸子１号踏切（歩行者ボトルネック踏
切）」と「下丸子２号踏切（自動車ボトルネック踏切）」が指定されて
いる。

ポータルサイト
（P.31） 様々なコンテンツへの入口（玄関口）となるWebサイトのこと。

補助幹線街路
（P.14）

幹線街路を補完し、区域内に発生集中する交通を効率的に集散させる
ための補助的な幹線街路のこと。

ボトルネック
（P.12、14、16、25）

道路などのインフラや業務等の一連の流れの中で、停滞や生産性の低
下を招いている箇所や工程などのこと。

ま行

目黒蒲田電鉄
（P.8、13）

目黒蒲田電鉄は東急電鉄の前身の鉄道会社であり、1923年に目黒～
蒲田間（13.2km）の鉄道を開通させた。

モビリティ・ハブ
（P.18、28、34） 様々な交通モードの接続・乗換拠点。

や行

UDC
（P.7）

行政都市計画や市民まちづくりの枠組みを超え、地域に係る各主体が
連携し、都市デザインの専門家が客観的な立場から関わる新たな形の
まちづくり組織や拠点として、全国23拠点に展開。

ら行

リノベーション
（P.4）

建築・不動産（公共空間も含む）の改修等によって新しい付加価値を
組み込むこと。
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